
施
設
団
は
六
月
五
日
（
日
）
古
河
駐
屯
地
に
お
い
て
古
河
駐
屯
地
創
立
六
十

八
周
年
及
び
第
一
施
設
団
創
隊
六
十
一
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し
た
。

例
年
は
、
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
、
平
素
か
ら
の
第
一
施
設
団
及
び
古
河
駐

屯
地
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
支
援
に
感
謝
の
意
を
表
す
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
招
待
者
を
限
定
し
て
実
施
し
た
。

今
年
度
は
動
画
配
信
の
た
め
、
東
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
写
真
班
の
協
力

を
得
て
映
像
を
撮
影
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
実
施
し
た
。

駐
屯
地
司
令
は
、
式
典
に
お
い
て
「
日
本
が
未
曽
有
の
国
難
に
直
面
し
て
い

る
時
こ
そ
、
我
々
隊
員
一
同
は
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
来
ら
れ
た
良
き
伝
統

と
地
域
の
皆
様
と
の
強
い
絆
を
礎
と
し
て
『
地
域
と
共
に
光
り
輝
く
未
来
』
を

進
ん
で
い
け
る
よ
う
地
域
と
国
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
強

靭
な
部
隊
の
創
造
を
目
指
し
、
更
な
る
精
進
を
積
み
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ
る

（
要
旨
）
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

引
き
続
い
て
、
関
係
自
治
体
等
に
対
し
平
素
か
ら
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
敬

意
を
表
し
、
古
河
・
霞
ヶ
浦
分
区
の
市
町
旗
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
観
閲
行
進
で
は
古
河
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
他
、
第
一
施
設
団
隷
下
部

隊
に
よ
る
一
糸
乱
れ
ぬ
車
両
行
進
を
行
い
、
訓
練
展
示
で
は
駐
屯
各
部
隊
の
機

能
と
し
て
、
第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
の
橋
梁
架
設
、
第
三
三
七
高
射
中
隊
に
よ

る
〇
三
式
中
距
離
地
対
空
誘
導
弾
の
射
撃
準
備
及
び
隊
員
に
よ
る
格
闘
展
示
等

を
披
露
し
た
。

記
念
行
事

第６４号発行
司令業務室
広 報 班
R4.7.26

古
河
駐
屯
地
創
立
68
周
年

第
１
施
設
団
創
隊
61
周
年

「輝く未来へ」

観閲行進 参列部隊

式辞

はなもも
春号

巡閲

東
部
方
面
総
監
初
度
視
察
を
受
察

第
一
施
設
団
及
び
古
河
駐
屯
地
業

務
隊
は
六
月
三
十
日
、
森
下
東
部
方

面
総
監
の
初
度
視
察
を
受
察
し
た
。

古
河
駐
屯
地
に
到
着
し
た
総
監
は
、

体
育
館
に
お
い
て
儀
じ
ょ
う
隊
か
ら

栄
誉
礼
を
受
け
た
後
、
施
設
団
作
戦

室
に
お
い
て
団
長
及
び
業
務
隊
長
か

ら
状
況
報
告
を
受
け
た
。

隊
内
巡
視
に
お
い
て
は
、
部
隊
の

勤
務
庁
舎
及
び
管
理
す
る
施
設
等
の

勤
務
環
境
を
、
生
活
隊
舎
で
は
隊
員

の
生
活
等
、
駐
屯
地
の
作
戦
基
盤
の

充
実
へ
の
取
り
組
み
を
視
察
し
た
。

最
後
に
駐
屯
地
営
庭
に
お
い
て
訓

示
し
た
総
監
は
第
一
施
設
団
に
対
し

「
仲
西
団
長
統
率
の
も
と
、
全
員
が

団
の
地
位
・
役
割
を
深
く
認
識
し
、

ま
た
、
令
和
四
年
度
の
特
性
を
踏
ま

え
つ
つ
即
応
態
勢
の
充
実
・
作
戦
遂

行
能
力
の
向
上
・
作
戦
基
盤
の
充
実

を
図
り
一
致
団
結
し
て
任
務
遂
行
・

隊
務
運
営
に
邁
進
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
（
要
旨
）
」
と
述
べ
古
河
駐
屯

地
を
後
に
し
た
。

記念撮影状況報告

儀じょう隊を巡閲する総監

総監訓示 隊内巡視（生活隊舎）

隊内巡視（勤務隊舎）

隊内巡視（補給品倉庫）



（４）

異

動

者

令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ６ 日

関
東
補
給
処
古
河
支
処

二
等
陸
佐

大
中

一
剛

（
宇
都
宮
）

三
等
陸
佐

田
村

芳
達

（
朝
霞
）

三
等
陸
佐

土
井

雄
介

（
朝
霞
）

二
等
陸
尉

白
濱

彬

（
北
宇
都
宮
）

一
等
陸
曹

湯
本

和
博

（
十
条
）

二
等
陸
曹

加
藤

和
幸

（
釧
路
）

二
等
陸
曹

根
本
慎
太
郎

（
朝
霞
）

二
等
陸
曹

飯
田

真
吾

（
仙
台
）

古
河
駐
屯
地
業
務
隊

一
等
陸
曹

山
谷

孝
一

（
練
馬
）

二
等
陸
曹

大
嶋

知
行

（
船
岡
）

三
等
陸
曹

北
上

真
理

（
三
宿
）

三
等
陸
曹

溝
口

隼
斗

（
川
西
）

第
一
〇
二
施
設
直
接
支
援
大
隊

一
等
陸
尉

安
斎

正
大

（
朝
霞
）

一
等
陸
尉

萱
島

成
基

（
富
士
）

二
等
陸
尉

古
賀

肇

（
目
達
原
）

第
三
三
七
高
射
中
隊

一
等
陸
曹

高
野

信
之

（
千
葉
）

一
等
陸
曹

増
田

豊

（
帯
広
）

二
等
陸
曹

海
老
沢

忍

（
青
野
原
）

二
等
陸
曹

前
田

洋
平

（
別
府
）

第
三
四
一
会
計
隊

一
等
陸
尉

中
島

一
譲

（
朝
霞
）

二
等
陸
尉

川
越

康
寛

（
滝
ケ
原
）

第
三
二
〇
基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊

二
等
陸
曹

小
林

正
典

（
木
更
津
）

第
一
二
七
地
区
警
務
隊
古
河
連
絡
班

二
等
陸
曹

工
藤

衛

（
神
町
）

東
部
情
報
保
全
隊
古
河
情
報
保
全
派
遣
隊

一
等
陸
曹

松
井

威

（
勝
田
）

関
東
補
給
処
古
河
支
処

行(

一)

６

吉
村

重
信

（
岐
阜
）

行(

一)

５

土
田

英
人

（
市
ヶ
谷
）

行(

一)

５

森
口

敦
史

（
岩
手
）

行(

一)

４

山
口

拓
朗

（
市
ヶ
谷
）

行(

一)

４

五
十
嵐

大

（
福
島
）

行(

一)

３

奥
宮

正
彦

（
富
士
）

行(

一)

３

阿
久
澤

剛

（
宇
都
宮
）

行(

一)

３

梶
野

友
晴

（
十
条
）

行(

一)

１

清
野

成
美

行(

一)

１

友
光

斐
与

行(

一)

１

伊
藤

蒼
竜

古
河
駐
屯
地
業
務
隊

行(

一)

５

出
羽

洋
司

（
市
ヶ
谷
）

行(

一)

３

蒔
苗

和
敏

（
高
田
）

行(

一)

３

佐
野
福
太
郎

（
北
富
士
）

行(

一)

２

金
井

利
久

（
勝
田
）

行(

一)

２

古
川

和
樹

（
武
山
）

行(

二)

３

鮎
ケ
瀬
茂
明

（
宇
都
宮
）

駐屯地修親会による
清掃活動の様子

修
親
会
活
動

曹
友
会
活
動

献血協力の様子

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

優勝
第１０１施設器材隊 架橋中隊

中村２佐は
市ヶ谷駐屯地から

《
第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
長
》

新
着
任
部
隊
長
紹
介

《
第
三
四
一
会
計
隊
長
》

中島１尉は
朝霞駐屯地から

定
年
退
官
者
の
紹
介

永
年
の
勤
務
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

令
和
四
年
度

第
一
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の

優
勝
は
、

第
一
〇
一
施
設
器
材
架
橋
中
隊

花
壇
の
名
前
は

「

渡

花

訓

練

」

古
河
駐
屯
地
修
親
会
は
、
定
期
的
に
駐
屯
地
周
辺
の
清
掃

活
動
を
実
施
し
地
域
の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
環
境
美
化
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

引
き
続
き
清
掃
活
動
を
積
極
的
に
続
け
て
い
く
。

令
和
四
年
六
月
十
二
日
（
火
）
古
河
駐
屯
地
曹
友
会
は
、
日

本
赤
十
字
社
に
対
し
て
献
血
支
援
を
実
施
し
た
。

三
十
九
名
の
隊
員
が
献
血
協
力
を
行
い
医
療
機
関
へ
貢
献

し
た
。

今
後
も
、
古
河
駐
屯
地
曹
友
会
は
献
血
活
動
へ
積
極
的
に

協
力
し
て
い
く
。

【
転
出
者
】

第
一
施
設
団
本
部

三
等
陸
佐

京
極

康
弘

（
岐
阜
）

三
等
陸
佐

本
橋

達
弘

（
勝
田
）

一
等
陸
尉

川
口

真

（
小
郡
）

一
等
陸
尉

大
嶽

竜
司

（
座
間
）

第
一
施
設
団
本
部
付
隊

陸
曹
長

福
田

泰
裕

（
座
間
）

一
等
陸
曹

柿
原

史
子

（
朝
霞
）

二
等
陸
曹

古
田
土
長
夫

（
海
田
市
）

二
等
陸
曹

満
木
奈
緒
子

（
埼
玉
）

第
一
〇
一
施
設
器
材
隊

二
等
陸
佐

辻
本

和
久

（
勝
田
）

三
等
陸
佐

酒
谷

和
宏

（
南
恵
庭
）

三
等
陸
曹

武
田
翔
太
朗

（
上
富
良
野
）

第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

二
等
陸
曹

原
島

宏
彰

（
那
覇
）

三
等
陸
曹

原
島

芽
以

（
那
覇
）

関
東
補
給
処
古
河
支
処

三
等
陸
佐

瓜
生

正
行

（
霞
ヶ
浦
）

三
等
陸
佐

山
下

新
一

（
目
黒
）

三
等
陸
佐

阿
部

康
洋

（
十
条
）

一
等
陸
尉

久
保
田
智
洋

（
土
浦
）

二
等
陸
曹

南

将
太

（
釧
路
）

二
等
陸
曹

鹿
島

龍
一

（
朝
霞
）

古
河
駐
屯
地
業
務
隊

陸
曹
長

辻

典
孝

（
三
宿
）

第
一
〇
二
施
設
直
接
支
援
大
隊

一
等
陸
尉

西
岡

和
洋

（
北
熊
本
）

二
等
陸
曹

川
崎

登

（
宇
都
宮
）

第
三
三
七
高
射
中
隊

二
等
陸
尉

飯
島

勇
太

（
松
戸
）

二
等
陸
曹

菅
原

大
玄

（
島
松
）

三
等
陸
曹

細
井

将
平

（
松
戸
）

三
等
陸
曹

仲
間

智
明

（
相
馬
原
）

第
三
四
一
会
計
隊

三
等
陸
佐

真
見

伸
也

（
朝
霞
）

二
等
陸
尉

木
戸

定
人

（
松
本
）

第
三
二
〇
基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊

二
等
陸
曹

鈴
木

晴
美

（
霞
ヶ
浦
）

第
一
二
七
地
区
警
務
隊
古
河
派
遣
隊

二
等
陸
曹

内
田

清
晴

（
習
志
野
）

東
部
情
報
保
全
隊
古
河
情
報
保
全
派
遣
隊

二
等
陸
曹

袖
川

卓
人

（
松
戸
）

関
東
補
給
処
古
河
支
処

行(

一)

６

三
友

邦
明

（
霞
ヶ
浦
）

行(

一)

６

板
谷

貴
晴

（
京
都
）

行(

一)

５

吉
田

克
己

（
横
浜
）

行(

一)

４

相
川

礎
一

（
前
橋
）

行(

一)

３

高
橋

盛

（
霞
ヶ
浦
）

行(

一)

２

鳥
居

俊
克

（
長
崎
）

行(

一)

１

内
田

唯
菜

（
霞
ヶ
浦
）

古
河
駐
屯
地
業
務
隊

行(

一)

４

平

浩
子

（
用
賀
）

行(

一)

４

野
口

勝
弘

（
朝
霞
）

行(

一)

３

大
澤

朗

（
木
更
津
）

行(

一)

２

平
川
有
希
乃

（
朝
霞
）

【
転
入
者
】

第
一
施
設
団
本
部

三
等
陸
佐

加
藤

到

（
八
戸
）

一
等
陸
尉

大
友

康
行

（
高
田
）

一
等
陸
尉

金
田

治
樹

（
高
田
）

第
一
施
設
団
本
部
付
隊

一
等
陸
曹

木
村

順
一

（
埼
玉
）

一
等
陸
曹

菊
地

正
夫

（
新
町
）

二
等
陸
曹

阿
左
見

治

（
那
覇
）

二
等
陸
曹

菅
谷

利
憲

（
高
田
）

三
等
陸
曹

熊
倉

拓
海

（
武
山
）

第
一
〇
一
施
設
器
材
隊

二
等
陸
佐

中
村
晋
太
郎

（
市
ヶ
谷
）

一
等
陸
尉

古
賀

大
智

（
防
衛
大
）

二
等
陸
曹

芝
沼

明

（
埼
玉
）

二
等
陸
曹

谷
島

誠

（
徳
島
）

三
等
陸
曹

関

彩
加

（
大
久
保
）

第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

二
等
陸
曹

保
谷

智
治

（
勝
田
）

支処 荒川事務官
３月３１日付

支処 角田技官
３月３１日付

団付 梨本准尉
４月７日付

団付 大圃准尉
４月２４日付

支処 坂尾准尉
５月１８日付

団付 小川准尉
６月１６日付



（２） 令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ６ 日

各部隊等の活動紹介

四
月
一
日
（
水
）
、
防
衛
省
新
規
採
用
事
務
官(

男
性
一
名
、

女
性
二
名)

の
入
省
式
を
実
施
し
た
。

入
省
式
で
は
、
終
始
緊
張
気
味
の
様
子
で
は
あ
っ
た
が
、

両
部
長
、
先
任
上
級
曹
長
の
立
会
の
下
、
支
処
長
に
対
し
、

一
人
ひ
と
り
が
服
務
の
宣
誓
を
し
、
支
処
長
か
ら
の
訓
示
を

受
け
、
防
衛
省
事
務
官
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

三
名
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る
。

記念撮影

感謝状を受賞する浦氏記念撮影

服務の宣誓

関
東
補
給
処
古
河
支
処
は
、
二
月
十
九
日
（
土
）
、
令
和
三

年
度
感
謝
状
贈
呈
式
を
実
施
し
た
。

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
の
た
め
例
年
と
は
異
な
り
、
創
立
記
念
行
事
を
中

止
し
、
感
謝
状
贈
呈
式
の
み
を
実
施
し
た
。

今
年
は
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
及
び
永
和
株
式

会
社
の
二
社
と
、
古
河
補
給
処
Ｏ
Ｂ
会
員
の
浦
浩
和
氏
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
が
、
二
社
に
は
郵
送
に
よ
り
、
浦
氏
に
は
感
謝

状
贈
呈
式
に
参
加
い
た
だ
き
、
支
処
長
か
ら
日
頃
の
支
処
に
対

す
る
貢
献
を
貴
び
、
古
河
支
処
で
制
作
し
た
記
念
の
盾
を
添
え

て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

古
河
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
二
月
三
日
（
木
）
古
河
駐
屯
地

業
務
隊
Ｏ
Ｂ
会
長
以
下
二
名
の
表
敬
を
受
け
、
東
京
五
輪
大

会
支
援
等
特
色
あ
る
令
和
三
年
度
の
業
務
隊
活
動
状
況
及
び

令
和
四
年
度
の
主
要
予
定
等
の
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に

Ｏ
Ｂ
会
（
刀
水
会
）
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
第
三
回
小
火
器
射
撃
検
定
、
第
二
回
救
急
法

検
定
、
格
闘
検
定
と
各
種
検
定
を
実
施
し
、
所
属
隊
員
に
所

要
の
練
度
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
引
き
続
き
、
次
年
度

も
実
施
率
及
び
合
格
率
百
％
を
追
求
し
、
計
画
・
練
成
す
る
。

ま
た
、
四
月
四
日
（
月
）
中
堅
陸
曹
識
能
試
験
兼
ね
て
第

一
〇
四
期
一
般
幹
部
候
補
生
試
験
（
部
内
）
、
五
日
（
火
）

第
七
十
二
期
三
尉
候
補
者
試
験
を
管
理
し
適
正
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
４
四
半
期
駐
屯
地
施
設
の
整
備
と
し
て
、
油
脂

類
屋
内
貯
蔵
庫
新
設
工
事
、
駐
屯
地
外
柵
フ
ェ
ン
ス
整
備
工

事
等
計
二
十
七
件
の
整
備
を
実
施
し
、
勤
務
・
生
活
環
境
の

不
断
の
改
善
を
図
っ
た
。

令
和
四
年
度
も
隊
員
の
生
活
・
勤
務
環
境
向
上
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。油脂類屋内貯蔵庫新設工事 ＯＢ会との連携強化

格闘検定

第
一
〇
二
施
設
直
接
支
援
大
隊
は
、
古
河
駐
屯
地
に
お
い

て
令
和
四
年
一
月
六
日
（
木
）
～
三
月
十
日
（
木
）
ま
で
の

間
、
整
備
隊
長
を
担
任
官
と
し
令
和
三
年
度
陸
士
特
技
課
程

「
施
設
機
械
整
備
」
を
実
施
し
た
。

本
教
育
は
施
設
機
械
整
備
手
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
知
識

や
各
種
施
設
器
材
の
構
造
機
能
及
び
整
備
要
領
等
に
つ
い
て

教
育
を
実
施
し
た
。

教
育
に
参
加
し
た
学
生
十
八
名
は
座
学
及
び
実
習
に
熱
心

に
取
り
組
み
、
特
技
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
修
得
し
た
。

ディーゼルエンジン
整備要領実習

成績優秀者の表彰

令
和
四
年
二
月
十
五
日
（
火
）
～
二
月
十
七
日
（
木
）
ま

で
の
間
、
勝
田
小
演
習
場
に
お
い
て
、
第
一
直
接
支
援
中
隊

（
座
間
）
に
対
し
、
施
設
群
の
野
整
備
支
援
に
任
ず
る
直
接

支
援
中
隊
の
行
動
に
対
し
訓
練
検
閲
を
実
施
し
、
そ
の
練
度

を
評
価
・
判
定
し
て
、
じ
後
の
進
歩
・
向
上
を
促
し
た
。12.7㎜重機関銃対空射撃

統裁官へ報告を実施する
第1直接支援中隊長

負傷した隊員への救急処置

有毒化学剤の除染

救急法検定



（３） 令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ６ 日

各部隊等の活動紹介

着任隊長 中村２佐施工前

特
殊
器
材
中
隊
は
令
和
三
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
令
和
四
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
古
河
駐
屯
地
油
脂
庫
類
屋
内
貯
蔵

庫
建
替
工
事
の
基
礎
工
事
を
実
施
し
た
。
約
三
か
月
の
作
業
に

よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
階
建
て
約
百
五
十
㎡
の
基
礎
部

分
を
完
成
さ
せ
た
。
令
和
四
年
八
月
以
降
、
三
か
月
計
画
で
躯

体
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

施設巡視

第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
は
、
令
和
四
年
三
月
二
十
二
日
（
火
）

雪
の
果
て
春
焦
が
れ
る
な
か
、
第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
長
に

中
村

晋
太
朗
二
佐
（
市
ヶ
谷
・
統
幕
）
が
着
任
し
た
。

指
揮
を
す
る
に
当
た
り
「
ニ
ー
ズ
を
我
が
事
の
よ
う
に
考
え

る
施
設
力
の
発
揮
」
を
統
率
方
針
と
し
「
前
向
き
に

一
歩
前

進
」
を
要
望
事
項
に
示
さ
れ
た
。

着
任
式
終
了
後
、
器
材
隊
の
概
要
及
び
現
況
等
に
つ
い
て
状

況
報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
各
施
設
を
巡
視
し
器
材
隊
の
状

況
を
把
握
し
た
。

施工完了

機動路整備等のための
骨材の運搬・卸下

採礫場での骨材の払い出し
（積載）

第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
、
令
和
四
年
四
月
十
一
日
か

ら
四
月
二
十
一
日
ま
で
の
間
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
、
令
和
四
年
度
方
面
隊
春
季
演
習
場
定
期
整
備
に
中
隊

長
以
下
四
十
二
名
が
参
加
し
、
採
礫
場
の
開
設
・
運
営
及
び
各

部
隊
が
担
任
す
る
機
動
路
整
備
等
を
支
援
し
、
演
習
場
機
能
の

維
持
・
向
上
及
び
演
習
場
の
長
期
安
定
使
用
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
一
件
の
事
故
も
な
く
任
務
を
完
遂
し
た
。

特
に
、
中
隊
と
し
て
初
の
採
礫
場
の
開
設
・
運
営
任
務
を
付

与
さ
れ
、
採
礫
場
内
の
各
種
骨
材
の
管
理
、
各
作
業
部
隊
の
要

望
に
応
じ
た
各
種
骨
材
を
、
期
間
中
約
四
〇
〇
〇
㎥
を
払
い
出

し
、
ま
た
、
機
動
路
整
備
等
支
援
に
お
い
て
約
三
〇
〇
〇
㎥
の

骨
材
運
搬
を
実
施
し
た
。
演
習
場
定
期
整
備
の
場
は
、
隊
員
の

車
両
操
縦
技
術
及
び
施
設
機
械
操
作
技
術
の
向
上
を
図
る
絶
好

の
機
会
で
あ
り
、
ま
た
、
若
年
隊
員
の
操
縦
・
操
作
技
術
向
上

の
場
と
し
て
、
今
後
隊
員
が
様
々
な
場
面
で
活
躍
で
き
る
よ
う

育
成
に
力
を
注
い
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

第
三
四
一
会
計
隊
で
は
、
令
和
三
年
度
後
期
の
定
期
異
動

で
、
第
三
十
三
代
会
計
隊
長
と
し
て
中
島
１
尉
が
上
番
し
た
。

三
月
十
五
日
に
は
東
部
方
面
会
計
隊
長
の
山
口
１
佐
を
立
会

官
に
迎
え
着
任
式
が
行
わ
れ
た
。

着
任
式
で
中
島
１
尉
は
「
向
上
心
」
「
組
織
力
の
発
揮
」

を
要
望
事
項
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
隊
長
以
下
十
一
名
の
少

数
部
隊
で
は
あ
る
が
一
致
団
結
し
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
会

計
支
援
を
組
織
力
を
発
揮
し
行
っ
て
い
こ
う
と
訓
示
を
述
べ

た
。

隊長訓示

集合写真

基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊
で
は
、
令
和
四
年
三
月
十
四

日
、
長
年
派
遣
隊
を
支
え
続
け
た
鈴
木
２
曹
が
霞
ヶ
浦
駐
屯

地
へ
異
動
し
、
同
日
付
で
木
更
津
駐
屯
地
か
ら
小
林
２
曹
が

着
任
し
た
。

小
林
２
曹
は
異
動
完
了
後
か
ら
通
信
障
害
及
び
臨
時
通
信

工
事
に
積
極
的
に
対
応
す
る
等
、
即
戦
力
と
し
て
力
を
発
揮

し
た
。

ネットワーク運営班長
小林２曹

（木更津駐屯地）

電話・搬送班長
鈴木２曹

（霞ヶ浦駐屯地へ）

第
三
三
七
高
射
中
隊
は
、
今
年
度
米
国
で
受
閲
す
る
中
Ｓ
Ａ

Ｍ
部
隊
実
射
訓
練
検
閲
に
向
け
、
六
月
二
十
九
日
、
古
河
駐
屯

地
高
射
管
理
棟
地
域
に
お
い
て
第
一
回
群
指
導
を
受
け
た
。

第
一
回
群
指
導
の
目
標
を
「
総
合
評
価
七
十
％
以
上
」
と
か

か
げ
猛
暑
の
中
、
日
々
訓
練
に
励
ん
だ
。

そ
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
第
一
回
群
指
導
に
お
い
て
「
総

合
評
価
七
十
％
以
上
」
の
成
果
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

中
隊
は
、
中
Ｓ
Ａ
Ｍ
部
隊
日
本
一
の
成
果
獲
得
の
た
め
、
更

な
る
練
度
向
上
に
励
む
。

出発準備

レーダー展開中


